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川
 
広
島
県
勧
業
統
計
表
に
よ
る
讐
の
生
産
量
の
推
移
（
戦
前
）
 
 

広
島
県
内
で
の
毛
筆
の
生
産
は
、
戦
後
に
お
い
て
は
、
熊
野
町
と
川
尻
町
で
の
み
み
ら
れ
る
。
両
町
は
、
単
に
、
県
下
に
お
け
る
二
 
 

大
産
地
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
愛
知
県
豊
橋
市
や
奈
良
市
と
並
ん
で
、
全
国
的
な
生
産
地
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
両
 
 

町
へ
の
毛
筆
生
産
の
集
中
は
、
歴
史
的
に
は
い
つ
ど
ろ
か
ら
、
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

広
島
県
勧
業
統
計
表
に
よ
れ
ば
、
そ
の
様
子
を
は
ば
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
図
一
～
二
に
よ
る
と
、
明
治
一
九
年
 
 

（
一
八
八
六
）
か
ら
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
ま
で
の
、
五
年
こ
と
の
広
島
県
内
に
お
け
る
熊
野
筆
の
生
産
と
そ
の
県
内
に
し
め
 
 

る
比
重
と
が
、
分
か
る
。
安
芸
郡
に
は
、
焼
山
村
（
昭
和
六
年
呉
市
へ
合
併
）
 
に
お
け
る
毛
筆
の
生
産
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
 
 

は
ど
く
少
量
で
あ
る
。
 
 
 

熊
野
に
お
け
る
毛
筆
の
生
産
は
、
毛
筆
生
産
が
盛
ん
と
な
る
明
治
の
t
一
〇
年
代
か
ら
、
県
内
の
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
ー
を
占
め
て
い
 
 

る
。
こ
の
間
最
高
八
バ
門
0
万
本
（
四
、
（
＝
六
＝
0
万
対
）
に
せ
ま
る
生
産
量
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
県
下
に
し
め
る
そ
の
比
重
も
常
に
 
 

七
割
以
上
、
大
体
九
割
前
後
の
と
こ
ろ
を
上
下
し
て
い
る
。
 
 
 

毛
筆
生
産
の
額
で
は
、
全
国
的
に
慢
性
的
不
況
の
時
期
（
明
治
四
〇
年
ど
ろ
か
ら
大
正
四
年
こ
ろ
）
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
大
 
 
 

A
 
広
島
県
に
お
け
る
筆
の
生
産
の
移
り
変
わ
り
と
熊
野
筆
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図1   

熊野村（安芸郡）の毛筆生産本数及び生産額   
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広島県の毛筆生産本数に占める  
熊野村（安芸郡）の割合・－－－・  

ご5  3し）  

（川  （S5）  

（広島県勧業統計より作成）  
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図2   

熊野筆が広島県内の毛筆生産に占める割合  
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正
三
年
－
同
七
年
（
一
九
一
四
－
一
九
一
八
）
）
の
の
ち
の
戦
後
恐
慌
以
降
の
慢
性
的
不
況
状
況
下
、
昭
和
恐
慌
（
昭
和
五
年
 
 

（
一
九
三
〇
）
開
始
）
に
い
た
る
間
に
、
大
き
な
落
ち
込
み
が
み
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
伸
び
て
い
る
。
た
だ
、
広
島
県
内
に
 
 

し
め
る
熊
野
筆
の
生
産
額
の
し
め
る
比
重
は
、
年
に
よ
っ
て
大
き
く
変
動
し
て
い
る
。
ど
く
大
づ
か
み
に
い
え
ば
、
大
体
、
六
割
な
 
 

い
し
七
割
程
度
の
シ
ェ
ア
ー
を
占
め
て
い
た
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
 
 

刷
 
広
島
県
勧
業
統
計
表
に
よ
る
職
工
数
の
推
移
（
戦
前
）
 
 

嘉
永
年
間
に
熊
野
に
お
け
る
筆
の
職
工
は
一
〇
人
、
明
治
元
年
同
八
〇
人
と
い
う
記
録
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
広
島
県
勧
巣
統
計
 
 

表
に
よ
る
と
、
県
内
の
毛
筆
生
産
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
び
と
の
推
移
は
、
図
三
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

熊
野
村
の
毛
筆
製
造
戸
数
は
、
日
清
争
戦
（
明
治
二
七
～
二
八
年
）
後
か
ら
急
速
な
増
加
を
み
せ
る
。
熊
野
村
統
計
報
告
事
跡
綴
 
 

に
よ
る
と
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
に
は
、
六
三
〇
戸
、
一
、
〇
五
〇
人
と
あ
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
一
、
0
0
0
人
台
の
人
々
が
筆
造
 
 

り
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
は
ぼ
順
調
な
推
移
を
た
ど
る
。
 
 
 

第
t
次
世
界
大
戦
中
の
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
は
、
突
発
的
に
一
、
三
四
九
戸
、
三
、
七
一
七
人
に
増
加
す
る
が
、
そ
の
後
大
正
 
 

九
年
（
一
九
二
〇
）
ま
で
大
体
七
〇
〇
～
八
〇
〇
戸
、
二
、
n
X
＝
盲
人
台
が
続
く
。
大
正
一
〇
年
に
は
製
造
戸
数
が
「
二
〇
五
戸
と
「
 
 

0
0
0
戸
の
大
台
に
の
り
（
但
し
、
こ
の
年
職
工
数
は
一
、
七
八
〇
人
に
減
少
）
、
翌
大
正
一
二
年
か
ら
は
「
二
〇
〇
～
「
四
〇
〇
戸
 
 

台
に
推
移
す
る
一
方
で
、
職
工
数
も
三
、
∩
×
＝
×
∪
人
台
で
、
し
だ
い
に
四
、
（
＝
O
U
人
に
近
づ
く
勢
い
を
し
め
し
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
の
筆
生
産
に
た
ず
さ
わ
る
職
工
の
数
は
、
県
内
の
職
工
総
数
の
つ
ね
に
圧
倒
的
な
部
分
を
し
め
て
い
る
（
大
体
八
割
か
ら
九
 
 

割
五
分
）
。
こ
れ
が
、
ま
ず
第
一
の
特
徴
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
〓
戸
当
の
職
工
数
を
み
る
と
大
体
一
人
～
三
人
以
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
 
 

lロ   



る
。
さ
ら
に
、
職
エ
の
う
ち
、
熊
野
の
場
合
女
性
が
多
い
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
大
体
三
分
の
二
以
上
は
女
性
で
あ
る
。
こ
 
 

の
よ
う
に
、
熊
野
筆
は
、
小
規
模
な
家
内
労
働
と
く
に
女
性
労
働
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
き
た
と
い
う
点
に
、
重
要
な
特
徴
が
み
ら
れ
 
 

る
。
県
内
外
の
そ
の
他
の
毛
筆
産
地
で
は
、
当
時
も
戦
後
の
現
在
に
お
い
て
も
、
女
性
の
職
工
の
比
重
は
そ
れ
は
ど
大
き
く
は
な
い
 
 

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
「
姉
も
妹
も
撃
つ
く
る
」
と
唄
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
熊
野
の
筆
づ
く
り
は
、
そ
の
大
部
分
が
、
零
細
 
 

な
家
内
工
業
、
と
り
わ
け
そ
の
女
性
労
働
に
よ
っ
て
、
さ
さ
え
ら
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 
 

刷
 
県
内
の
他
の
毛
筆
産
地
の
状
況
 
 
 

熊
野
以
外
の
県
下
の
毛
筆
生
産
地
ほ
、
図
五
に
よ
る
と
、
広
島
市
つ
い
で
川
尻
村
で
あ
っ
た
。
広
島
市
に
お
け
る
毛
筆
の
生
産
ほ
 
 

明
治
三
〇
年
代
の
末
ど
ろ
か
ら
大
正
の
中
薫
（
大
正
一
〇
年
）
こ
ろ
ま
で
が
、
い
ち
ば
ん
盛
ん
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
以
降
じ
ょ
 
 

じ
ょ
に
衰
退
し
て
い
く
。
明
治
以
降
、
広
島
市
に
お
け
る
毛
筆
生
産
の
戸
数
は
多
く
て
三
〇
戸
ど
ま
り
、
た
い
て
い
は
一
〇
戸
以
下
 
 

で
あ
る
。
職
工
数
は
最
高
四
〇
〇
人
ま
で
で
、
た
い
て
い
の
年
は
二
〇
〇
人
台
ど
ま
り
。
生
産
量
ほ
多
く
て
も
一
、
∩
×
＝
盲
万
本
ま
で
 
 

で
、
た
い
て
い
は
四
〇
〇
～
五
〇
〇
万
本
程
度
、
生
産
額
は
最
高
四
〇
万
円
を
超
え
る
こ
と
な
く
、
だ
い
た
い
一
〇
ユ
ー
〇
万
円
台
 
 

を
推
移
し
て
い
る
（
後
掲
の
付
表
も
参
照
）
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
賀
茂
郡
（
川
尻
村
、
同
村
は
大
空
一
年
町
制
施
行
、
昭
和
≡
年
に
豊
田
郡
へ
移
管
）
で
は
、
明
治
の
末
期
 
 

ど
ろ
か
ら
毛
筆
造
り
が
本
格
的
に
定
着
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
広
島
県
勧
業
統
計
に
川
尻
村
の
毛
筆
生
産
が
は
じ
め
て
現
 
 

ゎ
れ
る
の
は
、
明
治
二
五
年
（
六
九
二
）
で
あ
る
。
同
年
六
四
戸
（
六
六
人
）
の
生
産
者
が
あ
り
、
一
三
万
二
〇
〇
〇
本
、
三
元
 
 

⊥
ハ
○
円
の
生
産
額
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
広
島
市
に
お
け
る
毛
筆
の
生
産
と
の
対
比
で
み
る
と
、
当
時
の
川
尻
筆
の
生
産
の
規
模
は
、
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楽焼山村（昭和6年呉市へ合併）を含む。  
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図4   

毛筆製造における男子職工の割合  
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表1   

職 工 数 の 推 移  
（広島県勧業統計より）  

広  島  安  石  賀  茂  

男   女   計   男   女   計   男   女   計   

1905年   58   47   105   551   1，155   1，706   69   9   78   

（M38）   （55．2）  （44．8）  （100．0）  （32．3）  （67，7）  （100．0）  （88．4）  （11．6）  （100．0）   

1910年   150   80   230   554   1，173   1．727   170   31   201   

（43）   （65，2）  （34．8）  （100．0）  （32．1）  （67．9）  （100．0）  （84．6）   （15．4）  （100．0）   

1915年   235   184   419   592   1，316   1，908   50   16   66   

（T4）  （56，1）  （43．9）  （100．0）  （31．0）  （69．0）  （100．0）  （75．8）  （24．2）  （100．0）   

1920年   141   101   242   868   1，387   2，255   140   20   160   

（9）   （58．3）  （41．7）  （100，0）  （38．5）  （61．5）  （100．0）  （87．5）  （12，5）  （100．0）   

1925年   57   3   60   1．20D   2，247   3，447   145   28   173   

（14）   （95．0）  （5．0）  （100，0）  （34．8）  （65．2）  （100．0）  （83．8）  （16，2）  （100，0）   

1930年   53   15   68   1，262   2，346   3．608   120   29   149   

（S5）  （77．9）  （22．1）  （1∝）．D）  （35．0）  （65．0）  （100，0）  （80．5）  （19．5）  （100．0）   

1935年   28   14   42   1，305   2，496   3，881   115   31   146   

（10）   （66．7）  （33．3）  （100，0）  （34．3）  （65．7）  （100．0）  （78．8）  （21．2）  （100．0）  



（広島県勧兼統計より）  
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広島県勧業統計  

賀 茂 郡  そ  の  他  

西城村1D，000（0．3〉   
150（2．9）  

本  円  
285，167   4，678  世羅郡 8．000（0．02）  双三郡10，∞0（0．04）   
（0．7）  （11．0）   90 （0．2）   70 （0．1）  

本  
1〔札000  1，500  世羅郡1．DOO（0．003）  双三郡1，500（0．003）   
（0，4）  （2．8）   15（0．03）   30（0．005）  

錮  
82，130  3，86D  深安郡 22．500（0．D5）  双三郡 2，700（0．02）   
（0，2）  （0．7）   920 （0．2）   102（0．02）  

鍵力  
1．494，3（氾  56，567  深安郡 20，0〔旧 （0．2）  双三郡1，450（0．004）   

（11．4）  （14．7）   450 （0，1）   73（0．01）   

（対）  

1，021，320  38，986  安佐郡 2，000（0．006）  削市8，。。。（。．。1） 闇路▲m）   

（3．3）  （8．7）   60（0．01）   釦0（0．03） 24（0，∞）  

榊  
1，050，0〔刀  63，0（氾  安佐郡 3，750（0．008）  福山市19，000（0．09）   

（2．3）  （2．8）   300（0．01）   1，14D（0，08）  

本  
1，500，0〔旧  150，000  山牒郡 2，0〔船（0，01）   

（7．2）  （11．2）  200（0．01）  

脚  
1，050，000  105，00D  尾道市102，500（0．6）  

（5．9）  （9．4）   8，200 （0．7）  

脚  
1，350，0〔旧  

（6．0）   

ー18－   



合  計  安 芸 郡  広 島 市   

本   円   本   円   本   円  
1886年               350440  2204  1500α）   600  200440  1604   
（明治19）  （100．0）  （100，0）  （42．8）  （27．2）  （57．2）  （72．8）   

本  本  
18餅〕年    301000D  5150    30〔氾000  5D〔旧  
（明治23）  （100．0）  （100．0）  （99．7）  （97．1）   

本  本  本  
1895年    41314167  42440    40145000  27160    876000  10512   
（明治28）  （100．0）  （100．0）  （97．2）  （64．0）  （2．1）  （竺8）   

本  本  本  
1900年    254204〔旧  53176    25250000  50700  59400  891   
（明治23）  （100．0）  （100．0）  （99．3）  （95，3）  （0．2）  （1．7）   

脚  脚  御  
1905年    41948130  533874    38922〔旧0  4670糾    2920000  62000   
（明治38）  （100．n）  （100，0）  （92．8）  （87．5）  （7．0）  （11．6）   

榊  脚  閑う  
1910年    13119738  383994    9302738  188875    2300000  138000   
（明治43）  （100．0）  （100．0）  （70．9）  （49．2）  （17，5）  （35．9）   

脚  酬  脚  
1915年    30662370  447123    27137600  280504    2500〔氾0  127500   
（大正4）  （100．0）  （100．0）  （88．5）  （62．7）  （8．2）  （28．5）   

侠胡  脚  脚  
1920年    45567110  2250217    3991506D  1792093    4590DOO  394000   
（大正9）  （100．0）  （100．0）  （87．6）  （79．6）  （10．1）  （17．5）   

本  本  本  
1925年    20764771  1342895    15273200  913075    3972571  2780DO   
（大正14）  （100．0）  （100．0）  （73，6）  （68．0）  （19．1）  （20．8）   

甜  脚  桐  
1930年    177914〔沿  1118585    14436900  829185    220000D  176000   
（昭和5）  （10D．0）  （100．0）  （81．1）  （74．1）  （12，4）  （1去．7）   

脚  脚  脚  
1935年    22566200  1403607    19641400  1162873    1574800  1259糾   
（昭和10）  （100．0）  （100．0）  （87．0）  （8ら．8）  （7．0）  （9．0）   
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生
産
戸
数
は
一
n
O
戸
前
後
で
広
島
市
の
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
多
く
、
職
工
数
は
一
〇
〇
～
二
〇
〇
人
程
度
で
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。
 
 

ま
た
、
生
産
最
は
、
明
治
四
一
年
（
完
〇
八
）
の
1
云
○
万
対
（
五
〇
〇
万
本
）
を
最
高
に
、
だ
い
た
い
l
0
0
～
l
一
〇
〇
万
本
 
 

台
で
、
広
島
市
の
そ
れ
の
た
か
だ
か
半
分
程
度
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
生
産
額
は
、
数
万
上
○
数
万
円
の
程
度
 
 

で
、
広
島
市
の
そ
れ
の
お
お
む
ね
半
分
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
川
尻
村
（
町
）
に
お
け
る
毛
筆
の
生
産
は
、
広
島
市
 
 

の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
明
治
三
〇
年
代
末
ど
ろ
か
ら
本
格
化
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
降
か
な
り
安
定
し
た
生
産
規
模
の
推
移
が
 
 

み
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
、
広
島
市
に
お
け
る
毛
筆
生
産
が
衰
退
し
は
じ
め
る
大
正
末
期
か
ら
は
、
川
尻
の
職
工
数
は
 
 

広
島
市
の
そ
れ
を
凌
駕
す
る
。
 
 
 

そ
の
他
に
も
県
内
で
の
毛
筆
の
生
産
は
、
各
地
で
散
発
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
も
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
わ
ず
か
づ
つ
で
ほ
 
 

あ
る
が
、
明
治
期
に
は
、
西
城
村
、
世
羅
郡
、
双
三
郡
、
深
安
郡
内
に
も
記
録
が
あ
る
。
大
正
期
以
降
に
は
、
さ
ら
に
、
安
佐
郡
、
 
 

尾
道
市
、
福
山
市
、
佐
伯
郡
、
呉
市
、
山
賂
郡
内
で
も
、
そ
の
記
録
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
各
地
域
は
、
い
ず
れ
も
こ
 
 

く
少
人
数
で
、
期
間
も
せ
い
ぜ
い
数
年
問
し
か
記
轡
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
 
 
 



川
 
全
国
に
お
け
る
筆
の
生
産
量
の
推
移
（
戦
前
）
 
 
 

毛
筆
の
生
産
状
況
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
統
計
は
、
全
国
的
に
は
、
充
分
な
も
の
が
み
あ
た
ら
な
い
。
工
業
統
計
（
エ
場
統
計
 
 

を
改
称
）
表
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
そ
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
程
度
で
あ
る
。
工
業
統
計
は
、
あ
ら
ゆ
る
製
造
業
種
に
わ
た
る
膨
大
 
 

な
誼
査
で
あ
り
、
そ
の
中
に
し
め
る
毛
筆
業
の
比
重
は
、
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
う
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。
全
産
共
に
わ
た
っ
て
職
 
 

工
五
人
以
上
の
事
業
所
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
毛
筆
業
は
、
零
細
な
家
内
工
業
が
そ
の
主
体
を
な
し
て
い
る
の
で
 
 

あ
り
、
こ
の
統
計
に
も
れ
て
い
る
部
分
に
こ
そ
、
そ
の
実
態
が
か
く
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
 
 

っ
て
、
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
る
筆
の
生
産
量
は
、
職
工
五
人
以
上
の
こ
の
業
界
と
し
て
は
比
較
的
大
規
模
な
事
業
所
に
関
す
る
も
の
で
 
 

あ
る
こ
と
を
留
意
し
て
は
し
い
。
 
 
 

毛
筆
の
生
産
量
（
本
数
）
は
、
昭
和
四
年
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
」
ハ
）
。
筆
の
単
位
は
、
通
常
、
対
（
つ
い
）
か
本
で
あ
る
 
 

が
、
エ
業
統
計
で
は
、
他
の
文
具
類
と
一
緒
に
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
打
（
ダ
ー
ス
）
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
一
〇
年
代
に
、
生
産
 
 

本
数
が
飛
躍
的
に
増
加
し
、
大
平
洋
戦
後
へ
の
突
入
（
昭
和
一
大
年
）
と
と
も
に
、
急
激
に
減
少
し
て
い
る
。
 
 
 

地
域
的
に
は
、
昭
和
一
〇
年
こ
ろ
ま
で
は
、
は
と
ん
ど
が
大
阪
府
下
で
生
産
さ
れ
て
お
り
、
他
に
も
愛
知
が
若
干
み
ら
れ
る
の
み
 
 
 

B
 
他
産
地
の
筆
と
全
国
的
状
況
 
 



囲6   

毛筆の全国生産量と在庫本数（戦前）  

100  
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50  

封．0  

a）．9  



で
あ
る
。
一
〇
年
代
に
は
、
広
島
、
新
潟
、
東
京
他
が
こ
れ
ら
に
加
わ
っ
て
ゆ
く
。
昭
和
一
五
、
二
ハ
年
ど
ろ
の
生
産
藍
の
飛
躍
は
 
 

主
に
大
阪
、
新
潟
、
東
京
方
面
に
お
け
る
生
産
最
の
増
大
に
よ
っ
て
い
る
。
 
 
 

毛
筆
の
生
産
額
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
古
く
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
こ
と
が
で
き
る
（
園
七
・
八
）
。
昭
和
一
二
年
ま
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
や
大
 
 

正
後
期
の
活
況
状
況
と
戦
後
不
況
－
金
融
恐
慌
（
昭
和
二
年
）
や
大
恐
慌
（
昭
和
四
～
六
年
）
時
の
落
ち
込
み
が
み
ら
れ
る
。
昭
和
 
 

一
〇
年
代
に
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
物
価
の
騰
貴
も
作
用
し
て
か
、
生
産
額
は
戦
争
ム
ー
ド
の
高
ま
り
に
つ
れ
て
、
急
速
 
 

に
上
昇
し
っ
づ
け
た
。
 
 
 

毛
筆
生
産
の
地
域
的
分
布
の
推
移
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
動
し
て
い
る
（
図
九
・
一
〇
）
。
明
治
・
大
正
期
に
は
、
福
岡
、
熊
本
、
三
重
な
ど
の
し
 
 

め
る
ウ
ェ
イ
ト
も
大
き
か
っ
た
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は
、
大
阪
に
集
中
し
、
同
一
〇
年
前
後
か
ら
新
潟
や
愛
知
、
広
島
な
ど
が
こ
 
 

れ
に
つ
づ
い
て
ゆ
く
。
毛
筆
の
生
産
は
、
戦
前
期
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
に
、
全
国
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
に
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
 
 

知
れ
る
の
で
あ
る
。
広
島
は
、
戦
前
の
時
斯
ま
で
は
、
せ
い
ぜ
い
一
～
二
割
程
度
の
全
国
シ
ェ
ア
ー
を
持
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
 
 

脚
 
生
産
量
の
推
移
と
地
域
的
分
布
（
戦
時
期
）
 
 
 

昭
和
一
〇
年
代
は
、
毛
筆
の
生
産
が
急
激
に
活
発
化
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
斯
は
、
世
界
大
恐
慌
（
昭
和
四
、
五
年
）
 
 

後
の
「
満
州
事
変
」
（
昭
和
六
年
）
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
後
あ
い
つ
い
で
日
本
が
大
陸
へ
の
軍
事
的
・
経
済
的
侵
出
を
展
開
 
 

し
て
ゆ
く
時
期
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
一
二
年
の
日
中
戦
争
、
昭
和
一
六
年
の
大
平
洋
戦
争
と
日
に
日
に
、
戦
時
体
制
が
強
化
 
 

さ
れ
、
国
の
内
外
に
お
い
て
、
政
治
的
・
軍
事
的
緊
張
が
強
化
さ
れ
、
経
済
的
統
制
も
き
び
し
さ
を
加
え
て
ゆ
く
。
 
 
 

こ
の
時
期
の
工
業
統
計
は
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
反
映
し
て
、
担
当
の
部
局
が
短
期
間
の
う
ち
に
め
ま
ぐ
る
し
く
交
替
し
て
い
る
。
 
 
 

23  



図7   

毛筆の全国生産額川  
（職工5人以上の事業所、工場統計表各年より）  
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図8   

毛筆の全国生産額（2）  

職工5人以上の事業所  
（工場統計表（～昭12）、および工場統計表各年より）  

票12  
13  14  15  16  17  18  19   20   Zl年   





図g   

毛筆生薦衝の地域的分布（1）  

（工場統計表より）  

従業員5人以上  

13  14  

－27－   



（射  

13  15  16  17  20  21年  
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囲10   

毛筆生産額の地域的分布（2）  

～昭和12年 工場統計表  

昭和13年～ 工業統計表より  

従業且5人以上  

9  10  11  12  

l コロ  



す
な
わ
ち
、
担
当
の
部
局
は
、
商
工
省
総
務
局
調
査
課
が
大
正
一
三
～
昭
和
一
六
年
ま
で
、
軍
需
省
総
動
員
局
動
員
部
第
三
諜
が
昭
 
 

和
一
七
年
、
商
工
省
調
査
統
計
局
が
昭
和
二
〇
～
同
二
t
年
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
戦
時
色
の
国
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
広
 
 

が
り
、
経
済
的
統
制
の
強
権
的
強
ま
り
の
中
で
、
工
業
統
計
は
国
家
の
重
要
な
機
密
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
 
 

と
で
の
毛
筆
生
産
の
資
料
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
実
態
が
ど
れ
は
ど
正
し
く
反
映
さ
れ
て
い
る
か
は
、
必
ず
し
も
さ
だ
か
で
は
な
い
。
 
 
 

し
か
し
、
戦
略
上
の
理
由
か
ら
も
、
こ
の
時
期
の
調
査
は
、
き
わ
め
て
多
方
面
に
わ
た
っ
て
詳
細
な
項
目
を
ひ
ろ
い
あ
つ
め
て
い
 
 

る
と
い
う
点
で
は
、
他
の
時
期
に
み
ら
れ
な
い
特
徴
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
職
工
五
人
未
満
の
事
業
所
も
調
査
対
象
と
さ
れ
て
い
る
 
 

た
め
に
、
毛
筆
生
産
事
業
の
実
態
を
把
握
す
る
上
で
は
、
か
え
っ
て
好
都
合
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
毛
筆
関
係
に
つ
い
て
の
統
計
も
、
 
 

昭
和
一
四
～
一
七
年
に
わ
た
っ
て
は
、
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

全
国
に
お
け
る
毛
筆
の
生
産
額
と
生
産
量
は
、
図
一
一
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
間
、
職
工
五
人
未
満
の
事
業
所
 
 

で
の
生
産
本
数
は
、
大
休
一
〇
〇
万
ダ
ー
ス
程
度
、
同
五
人
以
上
の
事
業
所
で
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
～
三
〇
〇
万
ダ
ー
ス
、
合
計
し
て
、
毎
 
 

年
二
〇
〇
～
四
〇
〇
万
ダ
ー
ス
 
（
本
数
に
換
算
す
れ
ば
、
二
、
四
〇
〇
～
四
、
八
（
＝
×
∪
万
本
に
相
当
）
程
度
の
生
産
量
で
あ
り
、
金
額
的
 
 

に
は
だ
い
た
い
二
〇
〇
～
三
〇
〇
万
円
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
程
度
の
生
産
量
は
、
こ
の
間
の
熊
野
筆
の
生
産
鼠
 
 

（
同
組
合
調
）
 
に
も
達
し
て
い
な
い
。
 
 
 

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
統
計
資
料
に
お
け
る
数
値
は
、
そ
の
目
的
や
諏
査
の
基
準
、
条
件
等
に
よ
っ
て
相
達
す
る
こ
と
ば
さ
け
 
 

が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
の
数
値
が
正
し
く
、
い
ず
れ
が
誤
り
で
あ
る
と
単
純
に
き
め
つ
け
る
こ
と
ば
で
き
な
い
。
 
 
 

毛
筆
の
生
産
最
の
全
国
的
な
分
布
は
、
図
一
二
・
一
三
に
示
さ
れ
て
い
る
。
職
工
五
人
以
上
の
事
業
所
に
よ
る
生
産
量
は
、
と
く
に
新
潟
 
 

県
や
大
阪
府
で
集
中
的
に
み
ら
れ
る
。
同
五
人
未
満
の
生
産
量
は
、
愛
知
県
と
東
京
都
で
集
中
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
 
 

押   
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図12   

毛 筆 生 産 量  
（産地別構成）  

（工業統計表より）  

昭和14年  15  

□は職工5人夫清 岡は同5人以上   



図13   

毛 筆 生 産 額  
（産地別構成）  

（工業統計表より）  

□は職工5人未満 国は同5人以上。   



れ
る
。
全
体
と
し
て
は
、
こ
の
時
期
に
は
、
大
阪
、
新
潟
、
東
京
な
ど
で
大
量
の
筆
の
生
産
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
戦
後
以
降
わ
が
 
 

国
の
筆
づ
く
り
の
中
心
地
と
な
る
愛
知
、
広
島
、
奈
良
な
ど
は
む
し
ろ
比
較
的
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
が
、
注
目
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
 
 

後
に
わ
が
国
の
毛
筆
の
主
要
な
産
地
と
な
る
愛
知
や
奈
良
で
は
、
職
工
五
人
未
満
の
事
業
者
に
よ
る
生
産
の
割
合
が
、
相
対
的
に
高
 
 

い
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

ち
な
み
に
、
職
工
五
人
未
満
の
事
業
者
に
よ
る
毛
筆
生
産
に
つ
い
て
の
み
の
地
域
的
分
布
を
み
る
と
、
図
一
四
・
一
五
の
よ
う
に
 
 

な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
愛
知
、
東
京
を
中
心
に
し
て
、
広
島
、
奈
良
、
大
阪
の
他
に
も
、
新
潟
、
宮
城
、
静
岡
、
京
都
な
ど
 
 

の
各
地
で
わ
ず
か
ず
つ
で
も
生
産
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
当
時
、
毛
筆
の
生
産
地
は
、
全
国
的
に
か
な
り
広
範
に
み
と
め
 
 

ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 
 

各
毛
筆
産
地
の
生
産
額
を
生
産
量
で
割
っ
た
平
均
単
価
を
算
出
し
て
み
る
と
、
奈
良
、
京
都
、
宮
城
、
静
岡
な
ど
は
平
均
水
準
を
 
 

上
ま
わ
っ
て
い
る
。
愛
知
、
新
潟
は
ほ
ぼ
同
水
準
で
、
全
国
平
均
水
準
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
広
島
は
全
国
平
均
 
 

か
や
や
そ
れ
を
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
奈
良
は
平
均
単
位
が
安
定
的
に
高
水
準
に
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
宮
城
、
京
都
は
年
 
 

に
よ
っ
て
変
動
の
振
幅
は
大
き
い
。
大
阪
、
東
京
は
、
年
ご
と
の
平
均
単
価
の
大
き
な
変
動
が
目
に
つ
く
 
（
図
一
六
）
。
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図14   

毛 筆 生 産 量（地域別構成）  

（職工5人未満）  （工業統計表より）ヒ初   



図15   

毛 筆 生 産 額（地域別構成）  

（職エ5人未満）  （工業統計表より）脚   



図16   

毛筆の平均単価  
（ダース当り）  

工業統計表より。  
級工5人未満、同5人以上の  
事業所の合計について算出。  
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川
 
生
産
量
の
推
移
と
地
域
的
分
布
（
戦
後
）
 
 

戦
争
直
後
か
ら
、
毛
筆
の
業
界
は
未
曽
有
の
辛
酸
を
な
め
る
。
国
粋
主
義
的
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
い
た
毛
筆
習
字
は
、
教
育
の
場
 
 

か
ら
完
全
に
そ
の
姿
を
消
す
。
戦
後
の
不
具
ム
ー
ド
の
中
で
、
一
般
的
な
毛
筆
の
需
要
も
ま
っ
た
く
期
待
肇
と
な
り
、
各
地
の
生
産
 
 

者
は
転
廃
業
を
せ
ま
ら
れ
て
ゆ
く
。
 
 
 

そ
の
後
、
戦
後
経
済
の
復
興
と
高
度
成
長
の
過
程
に
い
た
り
、
学
校
習
字
の
復
活
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
奈
良
、
広
島
、
愛
 
 

知
が
毛
筆
の
中
心
的
産
地
と
し
て
定
着
し
て
ゆ
く
一
方
、
大
阪
、
東
京
が
毛
筆
生
産
を
脱
し
て
、
他
へ
の
転
廃
業
を
つ
づ
け
る
。
ま
 
 

た
、
新
潟
が
そ
の
比
重
を
落
と
し
て
ゆ
く
中
で
、
広
島
と
愛
知
の
比
重
の
増
大
の
傾
向
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
。
と
く
に
、
高
度
成
 
 

長
期
に
お
け
る
広
島
の
比
重
の
安
定
し
た
増
大
傾
向
が
め
を
ひ
く
。
毛
筆
産
地
と
し
て
の
広
島
の
戦
後
に
お
け
る
地
位
は
、
こ
の
時
 
 

期
に
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
 
（
図
一
七
～
一
九
）
。
 
 
 

毛
筆
お
よ
び
絵
画
用
品
の
出
荷
額
の
戦
後
に
お
け
る
推
移
を
、
図
二
〇
・
ニ
ー
か
ら
み
て
み
る
と
、
昭
和
四
一
年
ま
で
の
順
調
な
推
移
と
、
 
 

昭
和
四
二
年
の
落
ち
込
み
以
降
の
急
速
な
増
大
傾
向
が
続
く
。
 
 

C
 
全
国
に
お
け
る
筆
の
生
産
量
の
推
移
 
（
戦
後
）
 
 

38   



区117   

毛筆の全国出荷額（戦後）  

（工業統計表より）  

昭20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41年  
和   



図18   

毛 筆 生 産 額（産地別構成）  
（工業統計表より）  

昭和25年～ 従箕島4人以上  

1
‥
ヨ
二
－
 
 
 

ごさ  



図19   

毛 筆 生 産 額（産地別構成）  
（工業統計表より）  

従業員4人以上（～昭37）、以降全従業員  

昭35年  36  37  38  39  40  41  

荊1   



荷額（盲万円）  

業所の出荷額（百万円）  

62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75年  
牲q  （45）  6α  

ー42－   



4．野7  

1朗8 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61  
（昭23）  位9  B印  8日  

ー43－   



図21   

毛筆・絵画用晶製造業の付加価値額  

『戦後の工業統計表』（産業編、第1巻、昭57）より  

1
衰
＋
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刷
 
生
産
量
の
推
移
と
地
域
的
分
布
（
現
在
）
 
 
 

毛
筆
の
大
部
分
は
書
道
用
の
筆
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
、
日
本
画
用
の
画
筆
、
化
粧
用
紅
筆
、
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
用
の
画
相
筆
な
 
 

ど
も
生
産
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
毛
筆
生
産
量
の
お
よ
そ
半
分
は
、
学
校
用
の
教
材
で
あ
る
。
毛
筆
の
生
産
量
ほ
、
近
年
、
 
 

書
道
塾
の
隆
盛
や
書
道
展
の
各
地
に
お
け
る
開
催
な
ど
も
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
か
っ
て
の
高
度
成
長
期
 
 

に
お
け
る
伸
長
ぶ
り
は
も
は
や
み
ら
れ
ず
、
こ
の
と
こ
ろ
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
況
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

国
際
的
に
は
、
中
国
、
台
湾
、
朝
鮮
産
の
毛
筆
も
み
ら
れ
、
わ
が
国
へ
の
輸
入
も
増
加
し
っ
つ
あ
る
。
貿
易
摩
擦
の
解
消
策
と
し
 
 

て
の
輸
入
品
拡
大
の
気
雲
も
国
の
内
外
で
高
ま
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
毛
筆
の
輸
入
は
、
ま
す
ま
す
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
 
 

と
く
に
、
原
材
料
と
し
て
の
上
質
の
葦
毛
を
産
す
る
中
国
で
は
、
単
に
原
毛
を
輸
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
完
成
品
と
し
て
の
毛
筆
や
 
 

半
製
品
の
形
で
、
付
加
価
値
を
増
大
さ
せ
な
が
ら
、
と
く
に
わ
が
国
へ
の
輸
出
攻
勢
を
強
め
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

昭
和
玉
田
年
に
お
け
る
わ
が
国
の
毛
筆
輸
入
は
、
一
、
二
〇
〇
万
本
を
こ
え
、
過
去
五
か
年
間
で
二
倍
化
し
た
。
こ
の
う
ち
、
七
割
 
 

が
中
国
、
二
割
が
台
湾
か
ら
の
も
の
で
あ
る
（
通
商
産
業
省
生
活
産
業
局
『
伝
統
的
工
芸
品
産
業
－
そ
の
現
状
と
施
策
－
』
相
通
両
 
 

産
業
調
査
会
、
一
九
八
一
年
、
八
一
ペ
ー
ジ
）
。
金
額
的
に
ほ
、
中
国
筆
の
輸
入
は
」
ハ
億
円
程
度
で
あ
り
、
最
近
で
ほ
一
〇
～
二
〇
億
 
 

円
に
も
達
し
て
い
る
と
の
報
告
も
み
ら
れ
る
。
皇
宮
な
原
毛
と
安
価
な
労
働
力
を
誇
り
、
国
の
輸
出
促
進
策
の
も
と
で
、
中
国
筆
は
 
 

今
後
、
ま
す
ま
す
わ
が
国
の
市
場
に
進
出
し
、
製
筆
業
界
に
多
大
の
影
響
を
お
よ
ぽ
す
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

わ
が
国
に
お
け
る
現
今
の
毛
筆
生
産
地
は
、
伝
統
的
工
芸
品
産
菓
の
指
定
を
受
け
て
い
る
、
熊
野
町
（
広
島
県
）
、
豊
橋
市
（
愛
知
 
 

県
）
、
奈
良
市
の
三
大
地
域
に
代
表
さ
れ
る
。
全
国
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
他
に
、
川
尻
町
（
広
島
県
）
、
見
附
市
、
長
岡
市
（
い
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ず
れ
も
新
潟
県
）
、
京
都
市
他
の
数
か
所
で
若
干
の
生
産
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

わ
が
国
に
お
け
る
全
国
的
な
毛
筆
生
産
の
状
況
は
、
必
ず
し
も
そ
の
詳
細
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
き
わ
め
て
零
細
な
規
模
の
家
内
工
 
 

業
製
品
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
地
が
あ
ち
こ
ち
に
分
散
し
た
状
態
の
な
か
で
、
そ
の
生
産
量
や
生
産
額
を
統
一
的
に
と
ら
え
る
 
 

こ
と
は
、
そ
れ
は
ど
容
易
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
各
地
の
業
界
や
業
者
が
自
主
的
に
公
表
し
た
も
の
を
あ
わ
せ
て
、
 
 

全
国
的
な
生
産
量
を
推
定
し
て
い
く
方
法
が
多
く
と
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

通
産
省
の
指
導
の
も
と
に
作
成
さ
れ
た
「
伝
統
的
工
芸
品
に
関
す
る
振
興
計
画
」
（
昭
和
五
四
年
）
他
に
よ
っ
て
、
全
国
的
な
毛
筆
 
 

生
産
の
状
況
を
ま
と
め
て
み
た
も
の
が
、
表
三
で
あ
る
。
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
以
外
の
他
の
産
地
に
お
け
る
生
産
量
は
、
せ
い
 
 

ぜ
い
数
百
万
本
、
数
億
円
の
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

全
国
的
に
み
た
毛
筆
製
造
業
者
は
、
現
在
、
お
よ
そ
四
〇
〇
弱
程
度
。
事
業
規
模
は
、
大
半
が
五
人
未
満
の
家
内
工
業
で
あ
り
、
 
 

法
人
組
織
の
形
を
と
っ
た
も
の
は
、
全
事
業
者
の
お
よ
そ
二
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
従
業
者
の
大
半
は
、
主
婦
等
の
 
 

女
性
労
働
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
の
が
、
実
情
で
あ
る
。
熊
野
、
豊
橋
、
奈
良
の
指
定
を
受
け
た
三
大
産
地
で
は
、
製
筆
業
者
は
 
 

お
よ
そ
三
〇
〇
余
（
全
体
の
約
九
割
）
、
こ
れ
に
川
尻
を
加
え
れ
ば
、
三
五
〇
～
三
六
〇
程
度
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
従
事
者
は
、
大
体
 
 

三
、
O
n
門
Y
I
四
、
0
0
0
人
程
度
と
思
わ
れ
る
が
、
内
職
等
の
者
を
含
め
れ
ば
も
っ
と
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
毛
筆
生
産
鼠
は
、
近
年
、
 
 

お
よ
そ
五
、
○
（
＝
×
∪
～
六
、
0
0
0
万
本
、
生
産
額
は
八
〇
～
九
〇
億
円
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

熊
野
筆
の
し
め
る
全
国
的
位
置
は
、
事
案
所
数
で
三
割
強
、
従
事
者
数
で
約
六
割
、
生
産
量
で
六
割
強
（
書
道
用
の
み
で
は
八
割
）
、
 
 

生
産
額
で
は
五
割
強
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
じ
く
川
尻
筆
の
場
合
は
、
事
業
所
数
で
一
割
、
従
事
者
数
二
剖
強
、
生
産
量
、
 
 

生
産
額
と
も
二
割
程
度
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
広
島
県
内
に
お
け
る
毛
筆
生
産
の
全
国
的
比
重
は
、
事
業
所
数
で
五
割
弱
、
従
事
 
 

46   



蓑3 現在の毛筆産地の全匡l的状況  

熊 野 筆   豊 橋 筆   奈 良 筆   （小 計 ）  川 尻 筆   合  計   

〔A）   130 所   139   50   319   40   359   

事業所数   （36．2）   （38．7）   （13．9）   （88．9）   （11．1）   （100．0）   

（B）   （2－0（旧 人   357   85   2，442   80D   3，242   

従事者数   （61．7）   （11．0】〉   （2．6）   （75．3】〉   （24．7）   （1DO．0〕）   

（B／A）   （15．3）人   （2．5）   （1．7）   （7．6）   （20，0）   （9．0）   

（C）   3820 万円   355   154   4，329   1，300   5，629   

生 産 邑   （67．9）   （6．3）   （2．7】〉   （76．9）   （23，1）   （100．0】）   

（C／A）   （29．3）万本   （2．5）   （3．0）   （13．5）   （32．5）   （15．6）   

（C／B）   （1．9）万本   （0，9）   （1．8）   （1．7）   （1．6）   （1．7）   

うち（C‘）   2，540 万本   249   139   2，928  
書 道 用   （弧7）   （8．5）   （4，7）   （100＿0）   

（CソA）   （19．5）万本   （1．7）   （2．7）   （9．1）   

（CγB）   （1．2）万本   （0．6）   （1．6）   （1．1）   

（D）   4500 百万円   1，455   480   6．亜5   1，800   8，235   

生 産 額   （54．6）   （17．7）   （5．8）   （78．1）   （21．9）   （100．0）   

（D／A）   （3，461）万円   （1，046）   （960）   （2，017）   （4，500）   （2，293）   

（D／B）   （225）   （407）   （564）   （263）   （225）   （254）   

（D／C）   （117）円   （409）   （311）   （148）   （138）   （146）   

（資料）「伝統的工芸品に関する振興計画」（昭和54年慶、通産省調）。但し、生産額は、松尾和幸編『文房四宝』松栄出版、  
昭和54年6月より。川尻筆（昭和55年調）は、川尻商工会「名産川尻筆」57年1月による。   



業
数
で
八
割
五
分
、
生
産
量
九
割
近
く
、
生
産
額
で
七
割
五
分
近
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
広
島
県
内
と
く
に
熊
野
町
に
お
け
る
そ
 
 

の
比
重
の
大
き
さ
が
、
注
目
さ
れ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
そ
の
半
面
で
、
事
業
所
当
た
り
、
従
事
者
当
た
り
の
毛
筆
生
産
量
お
よ
び
生
産
額
を
算
出
し
て
み
る
と
、
熊
野
筆
は
、
 
 

他
の
地
域
に
比
較
し
て
、
安
価
な
筆
を
大
量
に
産
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
じ
こ
と
は
、
川
尻
筆
に
も
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

ち
な
み
に
、
平
均
単
価
（
生
産
額
／
生
産
量
）
 
は
、
熊
野
筆
一
一
七
円
、
川
尻
筆
一
三
八
円
に
た
い
し
て
、
豊
橋
筆
四
〇
九
円
、
 
 

奈
良
筆
三
〓
円
と
な
り
、
後
者
の
方
が
三
～
四
倍
近
く
高
い
。
こ
の
あ
た
り
に
も
、
熊
野
筆
が
他
産
地
の
人
び
と
か
ら
、
「
普
及
品
」
 
 

呼
ば
わ
り
を
さ
れ
る
理
由
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
全
国
生
産
量
の
圧
倒
的
比
重
を
し
め
て
い
る
熊
野
筆
の
種
類
の
多
さ
 
 

を
単
純
に
平
均
化
し
て
、
熊
野
筆
の
一
般
的
な
良
し
慈
し
を
云
々
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
熊
野
筆
の
う
ち
に
し
め
る
高
級
品
の
割
 
 

合
は
小
さ
く
と
も
、
そ
の
絶
対
量
、
し
た
が
っ
て
全
国
の
高
級
品
の
中
に
し
め
る
熊
野
筆
の
割
合
は
、
必
ず
し
も
少
な
い
と
は
い
え
 
 

な
い
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

熊
野
筆
組
合
調
べ
に
よ
る
と
熊
野
筆
の
全
国
シ
ェ
ア
ー
の
推
移
は
、
表
四
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
生
産
量
の
全
国
 
 

シ
ェ
ア
ー
で
あ
ろ
う
。
熊
野
筆
は
、
毛
筆
に
つ
い
て
は
全
国
生
産
の
八
割
以
上
、
画
筆
お
よ
び
化
粧
筆
は
そ
れ
ぞ
れ
七
割
程
度
で
推
 
 

移
し
て
い
る
。
輸
出
に
つ
い
て
は
、
画
筆
お
よ
び
化
粧
筆
が
大
休
六
割
の
シ
ェ
ア
ー
を
し
め
て
い
る
。
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表4   

熊野筆の全国シェアーの推移  

（熊野筆組合調）  

昭和49年   50   58   

毛  筆   90 ％  90  80   8D   80   

画  筆   70   65   70   

（輸出）   （60）   （60）   （60）   

70  

化粧用筆   70   65   70   

（輸出）   （72）  
70           （60）           70  

（60）   （60）   （60）   

－49一   


